
 

 

 

 

 

～高等学校等におけるＩＣＴ利活用授業推進のために～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 29 年３月 

神奈川県立総合教育センター 

 

はじめに  

グローバル化、情報化が進み、自由に世界とつながることができる時

代を生きる子どもたちに、情報を整理・分析し、まとめて表現したり、

他者と協働する過程で思考を深めたりして、主体的に新たな価値を生み

出す力を育むことが求められています。そのような「次世代に求められ

る情報活用能力」の育成を意図した授業において、ＩＣＴの利活用は、

子どもたちの学びの可能性を広げるに違いありません。 

神奈川県においても、ＩＣＴ利活用教育に係る研究推進指定校をはじ

め、各校において教育の情報化の推進に努めています。本研究では、全

ての県立高等学校及び県立中等教育学校を対象に、ＩＣＴ利活用授業の

推進状況について調査しました。 

このリーフレットでは、調査結果から分かったことと、授業における

ＩＣＴの活用事例を紹介します。活用事例については、初めてＩＣＴ利

活用授業に挑戦しようとしている先生方の参考になる取組から、環境整

備が進んでいる研究推進指定校の取組まで掲載しています。このリーフ

レットを、ＩＣＴ利活用授業の推進に役立てていただければ幸いです。 

教育の情報化の推進状況に関する調査研究 
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H25 

H26 

H27 

H28 

H29 

H30 

H25～H27 
県立高校教育力向上 
推進事業 Ver.Ⅱ 
(ICT 利活用教 育) 

電子化全開宣言  
行動計画  
教育のスマート化  

県立高校改革 
実施計画（Ⅰ期）  

神奈川県による研究指定 

横浜旭陵  

横須賀大津 

城山 

H26～ H28 

 ス ー パ ー ス ク ー ル   

生田  

H26～ H27 

 モデル校   
生田 

上鶴間 
茅ケ崎西浜  

国の研究指定・企業の研究助成 

H28～ H30 

 ICT 利 活 用 授 業   

横浜旭陵  
横須賀大津 

城山 
生田 

上鶴間  
秦野 

H28～ H30 

 プ ロ グ ラ ミ ン グ 教 育   

茅ケ崎西浜  
住吉  

横浜緑ケ丘  
西湘  

相模原総合  

国立教育政策研究所 
教育課程研究センター  
教育課程研究指定校 
情報(共通教科) 

H26～ H27 

茅 ケ 崎 北 陵  

H28～ H29 

茅 ケ 崎 西 浜  

H28～H29 

文部科学省 
情報教育  
推進校  
(IE-School) 

パナソニック  
教育財団研究 助成  

H27～H29  

生田  
H27～H28 

柏陽  

「 教 育 の 情報 化 」 を 先 導 す る 役 割 を
担 っ て い る学 校 を 紹 介 し ま す 。  

住吉  

県立高等学校におけるＩＣＴ利活用教育等に係る研究推進校 

(平 成 25 年 度 ～ 平 成 30 年 度)  
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プロジェクタは全ての学校に配置されている身近なＩＣＴ機器の一つです。 
各校における授業でどのくらい活用されているのでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 研究推進校 研究推進校以 外  

１ 情報 88.2% 情報 68.6% 

２ 理科 60.8% 専門教科 48.0% 

３ 芸 術、家 庭  57.1% 芸術 44.5% 

 
各校におけるＩＣＴ利活用授業の実施状況と、県が各校に配置したタブレッ

端末の活用の仕組みの整備状況について調査しました。 

実施期日:平成 28 年 11 月～平成 28 年 12 月 

対 象 者:全県立高等学校及び全県立中等教育学校(後期課程)の 

総括教諭、教諭及び臨時的任用職員 

対象期間:平成 25 年度～平成 28 年度 

調査結果は、ＩＣＴ利活用等に係る研究推進校 ＊ とそれ以外の学校を比較し

て分析しました。 

教育の情報化の推進状況に関するアンケート調査 

授業におけるプロジェクタの活用 

＊ＩＣＴ利 活 用 等 に係 る研 究 推 進 校 （１ページの表 に記 載 の 13 校 、全 て全 日 制 の課 程 ） 

生 田 高 校 、上 鶴 間 高 校 、相 模 原 総 合 高 校 、城 山 高 校 、住 吉 高 校 、西 湘 高 校 、茅 ケ崎 西 浜 高 校 、茅 ケ崎 北 陵

高 校 、柏 陽 高 校 、秦 野 高 校 、横 須 賀 大 津 高 校 、横 浜 旭 陵 高 校 、横 浜 緑 ケ丘 高 校 （五 十 音 順 ） 

調査概要  

Q:プロジェクタを授業で活用したことがありますか? 

ある 
研究推進校 46.5% 

研究推進校以外 32.7% 

「活用したこ とがある 」と回答した 割合の高 い教科  

一斉授業における情報共有を効果的に行うために、多くの学校の様々
な授業で活用されています。 
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タブレット端末は全ての学校に配置されており、授業中の活用方法も様々です。 
各校における授業でどのくらい活用されているのでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
生徒が主体的に互いに関わり合いながら学ぶ「協働学習」の場面で、タブレ 

ット端末などのＩＣＴ機器を活用することにより、学習効果が期待できます。 
授業におけるタブレット端末の活用のうち、「協働学習」の場面ではどのくらい 
活用されているのでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 研究推進校 研究推進校以 外  

１ 保健体育 45.3% 保健体育 21.2% 

２ 家庭 35.7% 外国語  17.4% 

３ 芸術 28.6% 理科 16.9% 

 研究推進校 研究推進校以 外  

１ 芸術 83.3% 家庭 71.4% 

２ 数学 72.2% 芸術 66.7% 

３ 
地歴・公民 

情報 
66.7% 保健体育 57.8% 

Q:タブレット端末を授業で活用したことがありますか? 

ある 
研究推進校 22.7% 

研究推進校以外 13.6% 

「活用したこ とがある 」と回答した 割合の高 い教科  

授業におけるタブレット端末の活用 

「協働学習」におけるタブレット端末の活用  
 

Q:協働学習にタブレット端末を活用したことがありますか? 

ある 
研究推進校 60.0% 

研究推進校以外 45.4% 

「活用したこ とがある 」と回答した 割合の高 い教科  

意 見を 
まとめるのに 
便 利です 

アイデアの共有や話し合い活動などの協働学習を充実させるための
ツールとして、活用方法が工夫されています。 

複数の端末を用いてグループごとに調べ学習を行い、作成したスラ
イドを活用してプレゼンテーションを行うといった活動が、様々な
教科の授業で実践されています。 
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でも使ってみたいなぁ… 

機器管理の工夫 

利用方法の周知 

活用事例の共有 

 

 

タブレット端末などのＩＣＴの利活用が授業中の学びを豊かにすることは確か 
ですが、各校において、誰もが活用できる状況になっているとは限りません。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

  

Q:タブレット端末
を授業で活用した
ことがあります
か? 

ない 84.0% 

授業におけるタブレット端末の活用
の推進  

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Q:タブレット端末を 
授業で活用してみたい 
と思いますか? 

思う 51.4% 

どんな場 面 で
どう使 うの?  

操 作 方 法 が 
難 しそう  

どうすれば 
借 りられるの?  

活用したことがない人の半分以上が
こんな風に思っています!  

どのような働きかけをしますか? 

あと一歩踏み出すための校内の仕組みづくり 

パソコン上で機器の 
使用状況を管理 

担当グループが 
端末を一括管理 

機材一式を 
各フロアに設置 

１ 

２ 

３ 

利用手順マニュアル
の整備 

活用方法説明会
を毎年実施 

端末の各ボタンに 
操作説明を表示 

月末に各教科の 
活用事例を共有 

校内研修における 
ＩＣＴ活用の啓発 

ＩＣＴを活用した 
研究授業の実施 

～各校における取組の工夫～ 
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授業におけるＩＣＴ利活用事例 

 
 
 
 

教科(科目) 数学(数学Ⅰ) 
活用機器 タブレット端末、プロジェクタ 
活用場面 演習問題の解説に必要な図を投影する。 
 

教科(科目) 外国語(コミュニケーション英語Ⅰ) 
活用機器 タブレット端末、プロジェクタ 
活用場面 新出単語や教科書本文を投影し、言語活動を効果的に行う。 
 

提示に活用してより分かりやすく 

大きなスクリーンやディスプレイで見ると分かり
やすいし、活動もスムーズに進みます。 

 
 
 
 

教科(科目) 理科(生物) 
活用機器 タブレット端末、プロジェクタ、実物投影機、顕微鏡画像投影機 

活用場面 ・イワシの解剖実験の前に、教員の演示を実物投影機で見せる。 
・顕微鏡画像投影機を活用して、胃の内容物の観察を行う。 

 
教科(科目) 家庭(家庭総合) 
活用機器 プロジェクタ、実物投影機 

活用場面 編み物や縫い物の運針を、教員が実物投影機を活用して見
せることで、作業効率が上がる。 

 

実験に使う小さいものの拡大画像や、実習の細かい
作業手順を見ると、効率よく作業に取り組めます。 

 
 
 
 

教科(科目) 地理歴史(世界史Ｂ) 
活用機器 大型ディスプレイ 

活用場面 絵画などの素材を投影し、そこから分かる歴史的要素につ
いて考えさせる。 

 

教科書で学ぶ題材に関する動画や写真を見ると、 
想像力が膨らみ、理解が深まります。 
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生徒が活用して協働学習が豊かに 

 
 
 

教科(科目) 国語(国語表現) 
活用機器(台数) タブレット端 末(４)、 プロジェクタ(４) 

「学力の３要 素」のう ち 
最も育成を重 視した能 力 

 基礎的な知識 及び技能  

〇 思考力、判断 力、表現 力その他の能 力  

 主体的に学習 に取り組 む態度  

育成を重視し た  
「情報活用能 力」 

〇 情報活用の実 践力  

 情報の科学的 な理解  

 情報社会に参 画する態 度 

学習活動の内 容・ねら い 

授 業 で 作 成 し た 自 分 の 作 品 (四 字 熟 語 、 こ と わ ざ の パ ロ
デ ィ ー )に つ い て 紹 介 す る 。工 夫 し た 点 や 注 目 し て 欲 し
い点について スライド を用いて発表 し合い、グループで
共有する。 

生 徒 に よ るＩ Ｃ Ｔ 活 用 場 面  タブレットでスライド を作成し、発 表時に投 影する。 
 

「協働学習」にＩＣＴを活用すると、生徒に身に付けさせたい力
の育成にどのような効果があるでしょうか? 
学習のねらいの実現のためにＩＣＴを効果的に活用しましょう。 

 
 
 
 

教科(科目) 情報(情報の科 学) 
活用機器(台数) タブレット端 末(６) 

「学力の３要 素」のう ち 
最も育成を重 視した能 力 

 基礎的な知識 及び技能  

〇  思考力、判断 力、表現 力その他の能 力  

 主体的に学習 に取り組 む態度  

育成を重視し た  
「情報活用能 力」 

〇 情報活用の実 践力  

 情報の科学的 な理解  

 情報社会に参 画する態 度 

学習活動の内 容・ねら い 情報技術の問 題点につ いて考えると ともに、これからの
情報技術の在 り方を考 える。  

生 徒 に よ るＩ Ｃ Ｔ 活 用 場 面  

「こんなもの があった ら」という企画 をグル ープごとに
作り、タ ブレットを 用 いてスライド にまとめ る。他の グ
ル ー プ の 生 徒 を 顧 客 に 見 立 て て プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン を
行い、顧 客役の生徒 は 企画を評価す る。そ れ を基に企画
の改善を図り 、より良 いものを作る 。  

 

スライドを活用すると、自分の考えを整理してまとめや
すくなり、主体的に発信することができます。 

プロジェクタやスクリーンを使わず、タブレット端末を持
って発表すれば、機械の不具合の心配も少なく、アイデア
をより近くで相手に伝えることができます。 
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教科(科目) 保健体育(体育)  
活用機器(台数) タブレット端末(３) 

「学力の３要素」のうち 
最 も 育 成 を 重 視 し た 能
力 

 基礎的な知識及び技能 
 思考力、判断力、表現力その他の能力 

〇 主体的に学習に取り組む態度 

育成を重視した 
「情報活用能力」 

〇 情報活用の実践力 
 情報の科学的な理解 
 情報社会に参画する態度 

学習活動の内容・ねらい 

マット運動の授業において、前時の活動の振り返りを
基に練習内容を計画し、活動に取り組む。自分の技を
生徒自ら確認し、改善点を明確にして、教え合いによ
る協働学習を通じてさらなる技能向上を目指す。 

生 徒 に よ るＩ Ｃ Ｔ 活 用 場 面  自分たちの活動を撮影し、振り返りやグループでの共
有に活用する。 

 

 
 
 
 
 

教科(科目) 外国語(英語探究)    ＊学校設定科目 
活用機器(台数) タブレット端末(５) 

「学力の３要素」のうち 
最 も 育 成 を 重 視 し た 能
力 

 基礎的な知識及び技能 
 思考力、判断力、表現力その他の能力 

〇 主体的に学習に取り組む態度 

育成を重視した 
「情報活用能力」 

〇 情報活用の実践力 
 情報の科学的な理解 
 情報社会に参画する態度 

学習活動の内容・ねらい 

英語の音声をグループの中の一人がイヤホンで聞き、
聞いた英語を発音して伝え、他の生徒はその英語を聞
いて書き取る。各自が書き取った内容をグループで共
有 し 、 協 力 し て 英 文 の ス ク リ プ ト (原 稿 )を 完 成 さ せ
る。 

生 徒 に よ るＩ Ｃ Ｔ 活 用 場 面  事 前 に 教 員 が タ ブ レ ッ ト 端 末 に 保 存 し て お い た 英 文
の音声を、生徒がイヤホンを用いて聞き取る。 

 

タブレット端末は繰り返し音声を再生する操作が簡単なの
で、活動がスムーズに進みます。「聞くこと」、「話すこ
と」、「書くこと」の３つの技能を統合した言語活動にグル
ープで協働して取り組ませることで、効果が上がります。 

技を動画に撮ることで、自分の動きを視覚的・客観的に把
握することができます。自分の動きを視覚的に把握するこ
とで、自身の動きをイメージしながら運動に取り組むこと
ができ、指導の効果も上がります。また、教え合いを通じ
た言語活動の充実にもつなげることができます。 
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ＩＣＴ利活用授業研究推進校の取組事例 

県が各校に配置しているタブレット端末について、「『機器の台数が不十分』、『ネ
ットワーク環境が不安定』などの理由で活用しにくい」という声が聞かれます。
ＩＣＴ利活用授業の推進には環境整備が重要であり、今後着実に進んでいくこと
が想定されます。校内のＩＣＴ環境が整備されたときに、円滑に効果的な活用が
できるように、今できることから取り組んでみることが大切です。 

タブレット端末は
専用のラックに収
納して常に充電
し、いつでも活用
できるようにして
います。  

必要な機器一式を教室の
近くに置いています。  

廊 下 の 壁 や体 育 館 に 設 置 し て い ま す  

各フロアや体育館
に無線 LAN アクセ
スポイントを設置
し、様々な授業で
タブレット端末を
活用しています。  

ポータルサイトを用いて機器の 
利用状況を一括管理したり、 
職員室内の連絡事項の共有にス
クリーンを活用したりするな
ど、情報を「見える化」して効
率化を図っています。  

台 数 が 増 える と 管 理
も 煩 雑 に なる た め  
工 夫 が 必 要で す  

デ ー タ の 保存 が 可 能
で あ り 、 紙の 節 約 に
も つ な が りま す  

活用しやすい機器管理の工夫 
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各教科（科目）の学習のねらいの実現のために、生徒がＩＣＴを活用する場
面を設定することが大切です。ＩＣＴ利活用授業研究推進校では、ＩＣＴを
活用した授業への様々な工夫が見られます。 

生徒によるＩＣＴ利活用場面 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

物理基礎 「仕事と力学的エネルギー」の単元の学習における協働学習に 
タブレット端末を活用しました。   ＊４人で１台活用  

① 前時に実施した実験の内容を 
動画で振り返る 

② 問題のデータが各班の 
タブレット端末に配付される 

③ 班ごとに協力して問題を解く ④ 各班の解答をスクリーンで共有する 

⑤ 解答をいくつか取り上げて 
   クラス全体で考えを深める 

⑥ 考えたことを検証し、結果を  
確認する 

タブレットにタッチペンで
解 答を記 入して… 

前 の時 間 に学んだことを 
活 用して考えてみよう。 

本 当にこれで合 っているかな? ボールを転 がして確かめてみよう! 
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世界史Ａ 「近代の欧米と世界の変動」の単元の学習のまとめにタブレット
端末を活用したクイズを行いました。  ＊１人１台活用  

① 前方のスクリーンに表示された 
問題に制限時間内に取り組む 

② タブレット端末や自分のスマートフォ
ンを活用して解答に必要なことを
調べてもよい 

③ 解答をタブレット端末に入力し 
送信するとスクリーンに全員の解 
答が表示される 

④ プリントのＱＲコードを読み取り、 
振り返りアンケートをダウンロードする 

⑤ クイズの解答結果や授業の感想
などについての質問に答え、回答を
送信する 

⑥ クラス全体で回答を共有したあと、
授業者が学習のポイントについて 
アドバイスし、次の学習につなげる 

難 易 度によって制 限
時 間が異 なります。 

スマホで調 べてみよう。 

みんなどう考 えたのかな? 
早 速 何 人かに聞いてみよう。 

全 問 正 解 者はいるかな? 
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音楽Ⅱ 「コードネームを知る」の題材の学習に実物投影機（書画カメラ）
を活用して、和音の種類とその構成音について学びました。 

① 提示されたワークシートの課題に 
取り組む 

③ ピアノを弾いている教員の手元を
見ながら、和音の種類と構成音
を理解する 

プロジェクタを２つ
使うと、ワークシー
トの課題と、鍵盤の
使い方を同時に見る
ことができるので、
どうすればよいのか
よく分かります。 

問合せ先  神奈川県立総合教育センター 教育課題研究課 研究開発班 

        〒251-0871  神奈川県藤沢市善行７－１－１ 

        TEL: 0466(81)1659（直通） 

本リーフレットは、平成 28 年度「教育の情報化の推進状況に関する調査研究」の研究 

成果物として作成しました。各校における教育の情報化の推進のために御活用ください。 

分かりやすく見せて技能向上 

前 回 学んだ内 容の復 習
問 題に取 り組みましょう。 

この和 音をみんなで 
弾 いてみましょう。 

言葉で説明するよりも、教材や手順などを直接見せる方が伝わりやすい場
面では、実物投影機の活用が効果的です。 

② 実物投影機（書画カメラ）を設
置して、ピアノを弾く手元を投影
できるように準備する 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


